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1. 序論 

近年、環境問題からクリーンエネルギーに対する関心が高まっており、再生可能エネルギーに特に注目が集まっている。その中

でも研究報告の少ない微生物燃料電池(MFC：Microbial Fuel Cell)に注目し、我々は過去に MFC の基礎研究[1]及び MFC への

有機物添加効果[2]を報告している。今回は様々な環境での発電を想定し、水圏微生物に注目して様々な起源の水での発電が可

能であることを検討した。本調査では純水・淡水・海水の原水について報告を行う。 

2. 実験 

Fig.1 に実験に使用したセル構造を示す。本調査では Φ10×15 ㎝ポリプロピ

レン製の容器を使用した。この容器の底部にアノードとなるカーボンフェルト

(5×7×0.5cm)を設置し、これを固定するために支持体を使用した。アノードを

設置後、溶液として純水・池水・海水を各 400ml 投入した。その後、水面にカ

ソードとなるカーボンフェルト(5×7×0.5cm)を設置し、容器を密封し、セルを構

成した。セルの評価方法として日ごとに 5 分間の測定を行い、 

   ・最大電力(MPG：Maximum Power Generation) 

   ・飽和電力(SPG：Saturation Power Generation) 

を記録した。また、純水セルにおいては作製 14 日目に微生物の活動源となる栄養分(片栗粉)を添加し、同様に測定を実施した。 

3. 実験結果及び考察 

Fig.2 に純水、Fig.3 に池水、Fig.4 に海水セルの測定結果を示す。これらの結果から全ての溶液において発電を確認できた。初

期に純水は僅かに発電していることが解る。これは電極、容器、支持体に付着していた微生物が寄与している可能性が高い。更に、

片栗粉の添加によって発電量が上昇しており、セル中に微生物が存在していることを示している。片栗粉添加後の純水と比較する

と池水において約 300倍、海水において約 8000倍の発電量が見られた。これは純水セルと比較した時、池水・海水セルには微生

物が多量に存在しているためである。また、海水セルにおいて 20 日以降発電量が急激に低下しているが、これは海水によって銅

線が腐食し断線したためである。この調査から身近な環境にある池水・海水は MFC に用いる事が可能であることが分かった。 
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Fig.1 Structure of the experimental MFC  

Fig.2 Results of the pure water cell Fig.3 Results of the pond water cell Fig.4 Results of the sea water cell 
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